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文在寅大統領は、１月１８日の新年記者会見で

「バイデン政府出帆で朝米対話、南北対話を新し

く開始できる転機が作られたと考える。その場合、

その対話はトランプ政府で成し遂げた成果を継承

して発展させることだ」としながら、「シンガポ

ール共同声明から再び始めてこそ」と強調した。

残念ながら記者会見では板門店宣言には触れられ

ていないが、南北関係の改善も板門店宣言から再

び始めなければならないだろう。    

続いて２月４日、バ

イデン大統領は就任後

初めて文在寅大統領と

電話会談を行い、朝鮮

半島の非核化に向け緊

密に協力していくこと

で一致した。文大統領

はバイデン大統領に

「朝鮮半島の非核化と

恒久的な平和定着を進

展させるため、韓米両

国が共に努力しよう」と呼び掛け、バイデン大統

領は朝鮮半島問題の解決における主要当事国であ

る韓国の努力を評価し「韓国と同じ立場が重要で

あり、韓国と共通の目標に向けて緊密に協力して

いく」と述べた。 

「朝鮮（朝鮮人民民主主義共和国）の非核化」

ではなく「朝鮮半島の非核化」と表現されたのは、

板門店宣言とシンガポール共同声明の精神に基づ

いたものとして評価できるし、バイデン大統領が

韓国の立場を重視することを表明したことも評価

できる。 

まさにこのような局面で、今、文在寅大統領に

求められるのは、バイデン大統領と直接協議して

韓米合同軍事演習を中止することだ。 

金正恩委員長は、１月に開催された朝鮮労働党

第８回大会で「今後も強対強、善対善で米国を相

手にする」とし、新たな朝米関係をつくる鍵は米

国が朝鮮に対する敵視政策を撤回することにある

と表明した。一方、韓国に対しては「北南（南

北）合意を履行するため動いた分だけ、相手にす

べき」と言及し、韓米合同軍事演習の中止などを

条件に掲げ、韓国側の態度次第では近いうちに３

年前のように平和と繁栄の新しい出発点に戻るこ

ともできるとした。 

韓米合同軍事演習の中

止決定こそ、米国政府の

対朝鮮敵視政策の転換の

シグナルであり、韓国政

府の南北合意履行の意思

表示となり、朝米対話と

南北対話再開の契機とな

るだろう。 

それとは逆に韓米合同

軍事演習が強行されれば、

北側の対抗措置を招来し、朝鮮半島における軍事

緊張が高まり、南北関係と朝米関係は再び膠着局

面に陥ってしまうだろう。 

規模や期間を縮小して実施、コンピューターシミ

ュレーションによる指揮所訓練、あくまでも防御目

的の訓練などの情報が流布されているが、韓米合同

軍事演習の目的は、ピョンヤン占領と北側指導部の

除去にあり、危険千万な戦争演習に他ならない。 

今、必要なのは同族を攻撃するための戦争演習で

はなく、コロナ１９を克服して南北関係を改善し

て、南北協力で経済危機を突破して南と北が共同

繁栄して統一へ向かっていくことだ。 

３月に予定された韓米合同軍事演習は、今後の

南北・朝米関係の分岐点になるだろう。（金五） 
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韓米合同軍事演習を中止して、南北・朝米対話を再開させよう！ 

 

 

 

▲韓米合同軍事演習の中止を求める韓国民衆 
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日本軍「慰安婦」被害者らの訴えに関するソウル中央地裁の判決について 

李 鐡(ｲ･ﾁｮﾙ) 
今年１月８日、韓国の元慰安婦の女性１２人が

「精神的な苦痛を受けた」として日本政府に損害

賠償を求めていた裁判で、ソウル中央地裁は、原

告１人当たり日本円にして約９５０万円の支払い

を命じ、裁判費用も被告（日本政府）の負担とす

る原告全面勝訴の判決を言い渡しました。 

しかし、原告の一人である李玉善(ｲ･ｵｸｿﾝ)さん

は勝訴の知らせに接した直後「うれしくない」と

語り、さらに「まともに解決されたものは何もな

い。日本は謝罪しなければならない。お金ではな

い」と述べ、続けて８年前に訴訟を起こし、その

間に７名の原告が亡くなっ

ており、先に逝った同じ被

害者を代弁して「私と同じ

思いだろう。皆今も悔しい

思いだろう」と語りました。 

判決直後、日本軍性奴隷

制問題解決のための正義記

憶連帯ら被害者の支援団体

など７団体は、判決を「記

念碑的な判決を宣告した。

今回の判決は大韓民国の

憲法秩序に符合するだけでなく、国際人権法の人

権尊重原則に立って確認した先駆的な判決である。

これにより国内の裁判所はもちろん、世界各国の

裁判所が模範とできる人権保護の新たな地平を開

いた。被害者らの切迫した訴えに誠心誠意耳を傾

け“人権の最後の砦”として責務を尽くした大韓

民国裁判所の判決を心から歓迎する」声明を発表

しました。大韓弁護士協会も同様の声明を発表し

ています。 

これに対して加藤官房長官は記者会見で判決を

「受け入れず、韓国に是正要求」すると語りまし

た。日本側の主な反論は①主権免除の原則に反す

る国際法違反。②「慰安婦」問題を含め１９６５

年の請求権・経済協力協定で可決済み。③２０１

５年１２月の日韓外相会談で「完全かつ最終的に

解決」し、韓国政府も認めている。④判決は国際

法、日韓合意に反するもので極めて遺憾。⑤韓国

に対し国家として是正のための適切な措置を講ず

ることを求めると極めて厳しい態度を示していま

す。 

今回の判決で、①に関しては本件は日本帝国に

よる計画的、組織的な広範囲に及ぶ反人道的犯罪

で国際慣行規範に違反しており（河野談話参照）、

「主権免除」は適用されない。②請求権協定は植

民地支配に対する賠償交渉ではなく、日韓双方の

財産権に関する解決のためにものであり「慰安

婦」問題は含まれていない。③被害者の同意がな

かったので被害者らの請求権は消滅していない。

④主権の制約が伴う国際条約には国会の同意（批

准）が必要であり、憲法に合致しない。⑤日韓合

意は被害者らが韓国政府に委託した状態で行われ

たものではない。原告（被

害者）の請求権が「不可逆

的に解決」したと断定でき

ない。 

日本の裁判所に提訴され

た「慰安婦」関連訴訟は１

０件で、いずれも最終的に

敗訴しています。①アジア

太平洋戦争韓国人犠牲者補

償請求訴訟（1991 年 12 月

6 日、東京地裁）②釜山

「従軍慰安婦」・女子勤労挺身隊公式謝罪等請求

訴訟（1992 年 12 月 25 日、山口地裁下関支部）

③フィリピン「従軍慰安婦」国家補償請求訴訟

（1993 年 4 月 20 日、18 名、同年 9 月 20 日、28

名、東京地裁）④在日韓国人元「従軍慰安婦」謝

罪・補償請求訴訟（1993 年 4 月 5 日、東京地

裁）⑤オランダ人元捕虜・民間抑留者損害賠償請

求事件（1994 年 1 月 25 日）などであり、文字通

り今回の裁判は被害者らの最後の訴えの場でした。 

国家権力による深刻な人権侵害に関して、被害

者らはいつでも、どこの裁判所でも裁判を受ける

権利があるとの判断は、国の壁を越えて、市民が

国家を相手に裁判を起こすことができる画期的な

判決であり、アジアで最初の判決です。３０年に

およぶ「慰安婦」被害者らの訴えが作り出した人

類の普遍的財産です。日韓の葛藤を乗り越え、す

べての人が法の下の平等であり得る「正義」がな

されたものであり、日韓の市民の協力が作り出し

たものです。 

▲日本政府の公式謝罪、法的賠償を求める女性たち 
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闇は光に勝てない。韓国サンケン労組解雇撤回-会社再開闘争に支援を！ 

韓国サンケン労組を支援する大阪市民の会代表 浜本満夫 

昨年１０月中旬、埼玉の友人より「大阪での運

動を手伝ってくれないか」との一報がありました。

聞くと「日本のサンケン電気（本社：埼玉）は、

７月に赤字を理由に突然一方的に韓国の１００％

子会社である韓国サンケン電気の解散を決定、ホ

ームページに発表した。２０２１年１月２０日に

偽装解散―全員解雇を強行しそうなので、サンケ

ン電気大阪支社への抗議申し入れ、アピール行動

を１１月中にやってくれ」とのことで、仲間５～

６人に呼びかけ「韓国サンケン労組を支援する大

阪市民の会」を作り、昨年１１月３日に闘いを始

めました。 

▲サンケン電気大阪支社前での抗議行動 

当日は、日韓関係の諸個人も多く参加してもら

い２０余名でした。それから１２月に２回、１月、

２月と抗議行動を展開してきましたが、サンケン

電気取締役会は組合と一度も交渉に応じることな

く１月２０日、多くの日韓労働者、民衆の反対の

声を押し切り、８０年代に多発した組合潰しのた

めの会社偽装解散―全員解雇を行いました。 

全国金属労働組合慶南支部韓国サンケン支会は、

２０１６年に生産部が廃止され、生産職が全員解

雇されて以降、１年に及ぶ地域、そして日本遠征

闘争を繰り広げ原職復帰を勝ち取りました。 

会社側は生産財の稼働に必要な各種措置を実施

すると約束し、組合は３年間の賃上げの凍結や工

場移転といった諸問題について合意しました。し

かし、サンケン電気は労使合意を完全に反故、無

視し、ろくな機械設備ひとつ設置せず、生産すれ

ばするほど損失を生むような発注量しか割り当て

ず、計画的、意図的に赤字を作り出してきました。

またサンケン電気は韓国サンケンに発注する代わ

りに、秘密裡に同じ製品の生産を韓国内で外注し

て韓国サンケンの名を使って欧州に輸出していま

した。 

１９９６年に組合が韓国労組から民主労総へと

転換したことを契機に、組合つぶしを執拗に繰り

返し、今回も本社の和田社長が韓国サンケン社長

との話において、４年前の闘いを非難し「組合が

あのような闘いをやらなければ（つまり、おとな

しく解雇されていれば）会社を解散しないで済ん

だのだ」と言いました。さらに職場では常識では

考えられない処遇と人権侵害、嫌がらせ行為を行

いました。 

▲韓国サンケン会社前で 

会社清算撤回を求め断髪を行う組合員 

この会社解散、組合つぶしはコロナ禍の中、韓

国サンケン労組が４年前のような日本遠征闘争が

できないことを利用し、サンケン電気側はこの状

況が２年間続くと判断して決行したのです。この

ことは労使協議で会社側が明確に述べています。

韓国サンケンは会社清算手続きを一刻も早く進め

ようと、昨年８月に賃金の６０ヶ月分という破格

の早期割増退職金(慰労金)を提示しましたが、

「慰労金なんかいらない。職場に戻り労働者とし

て働く」と組合員は誰一人受け取りませんでした。 

昨年７月、サンケン労組１６名は会社前で座り

込みテントを設営して闘いを開始しました。しか

し１月２８日、韓国サンケンは組合テント及び組

合事務所の撤去を内容証明で送りつけ、水・電

気・ガスまでも止めたのです。解雇撤回、会社再

開の声は今や韓国内、国会、自治体はもとより、

日本の全国営業所闘争の拡大と、また外務省に於

いても大きな問題に発展しつつあります。怒りも

新たに日韓民衆の熱い連帯で闘い抜きます。 
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３・１１東日本大震災から１０年 

仙台在住 申孝信（ｼﾝ･ﾋｮｼﾝ） 
 今年で２０１１年３月１１日のあの日から１０

年を迎えます。「もう１０年か、まだ１０年なの

か」という思いが私の頭の中で交差しています。 

１０年を経た被災各地の復興状況に関しては、

政府・県が計画した復興計画は、ほぼ計画通りの

進捗状況のようです。それらの事業とは海岸に沿

って高さ１０ｍの長大な防潮堤を造り、その山側

に新しい住宅地を造成したり、また産業道路と防

潮堤を兼ねた道路を造ったりと各地での違いはあ

るものの、復興事業は１０年の年月を経て「ほぼ

完成した」と言われるようになってきています。 

しかし、なぜか素直に喜べないのです、もとも

と被災地のほとんどは、以前から

住民の高齢化と人口減少が進みつ

つある地域でした。災害住宅が整

備されても「何か大事なものが解

決されていない。何かが置き忘れ

られてる」という違和感が、まと

わりついていました。私は「それ

は一体なんなのだ？」とずっと考

えてきましたが、やがてその正体

に気がつきました。政府や県の進

めてきた復興事業は、役人とゼネ

コンによる「机上の設計図」によ

るもので、そこに住んでいる住民

の姿が見えていない、見ていない

のではないかということです。例えば、浜に住ん

でいた漁師は防潮堤建設に異議を言えず、海を見

る事ができないような生活になってしまいました。

先祖伝来の土地に住むことを許されず、新しい居

住地と仕事を求めて去って行かざるを得ない家族

も珍しいことではありませんでした。政府・県の

復興事業には、そこで生活してきた自分たちの家

族の歴史や営みを思い遣る心、想像する思考が欠

けているのではないかということです。さらに

「震災復興」を売りにした東京オリンピックの開

催利権に利用されてしまったという思いが、多く

の被災地住民の心の中に深く刻まれているのです。 

東京オリンピック招致決定当時の総理大臣だっ

た安倍晋三は「福島原発の事故は完全にコントロ

ールされている」云々と断言しましたが、それが

全くの虚言であることは明らかなことです。福島

原発事故現場では、毎日増え続けているトリチウ

ム汚染水の処理に頭を悩ませ、１・２号機内の使

用済み燃料棒の取り出しと、その後の安全な保

管・管理についても、原子炉建屋内の高レベル放

射能のために、いつになったら使用済み燃料体を

取り出せるかわからない状態です。 

今、福島では除染作業の打ち切りが始まり、除

染作業に従事していた大勢の作業員が失業に見舞

われ始めています。皮肉にもその作業員の多くが

原発事故で住む家と仕事を失くした福島県民でも

あるのです。 

 ２月１３日に宮城・福島地方で発生した震度６

強の地震の際は、福島第１原発敷地

内に設置されていた地震計が整備不

良で機能していなかったという、笑

うに笑えない失態が明らかになりま

したし、女川原発のある女川町では

震度４と発表されたものの、町民の

体感では「とてもそんな震度ではな

かった」と言われ、町民の中では

「何か意図的なものを感じる」とさ

さやかれています。福島原発事故は

今なお深刻な状態に変わりはないの

です。「巨大地震と津波は必ずやっ

てくる」ということを決して忘れて

はなりません。 

 最後に震災直後に韓統連大阪本部の皆さんをは

じめ多くの方々から励ましの言葉を頂きました。

茫然自失状態だった私がどれだけ励まされたこと

か、今も思い返すと涙がこぼれてくるほどです。

あらためて感謝の挨拶を送ります。 

昨年３月、支援で通っている女川町に「しあわ

せの黄色いポスト」を設置しました。計画から設

置まで３年の日時を要しましが、多くの皆さんの

協力を得て復興モニュメントの一つとして設置す

ることができました。女川町のＪＲ女川駅はロー

カル線石巻線の終着駅でもあり、始発駅でもあり

ます。その駅の目の前にある復興商店街・シーパ

ルピアのレンガ道の東端に、黄色いポストはあり

ます。近くに来られた折は、ぜひ立ち寄って絵は

がきの一枚でも投函して頂けたらと思います。 

 

▲女川町にある  

しあわせの黄色いポスト 
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【コラム】        「最善の解決策」を選択する勇気を 
●「よりましな選択」はない 

想像してみました。もし２０１２年の大統領選

挙で文在寅が当選していたら…。 

韓国内の保守メディアは文政権に対して猛攻撃

をかけ、連日非難を続けたでしょう。そして、そ

のような報道が日本にもそのままたれ流しにされ

たでしょう。そのような言論に影響された国民は、

文政権に失望し、いずれにしても朴槿恵が２０１

７年の大統領選挙で勝利していたでしょう。 

そうすれば今回のコロナで、韓国では想像でき

ないくらい多くの命が犠牲になったでしょう。そ

れは今のヨーロッパを見れば明らかです。 

２０１７年、フランスの大統領選挙で極右のル

ペンを阻止するためにフラン

ス国民はマクロンを選択しま

した。果たして、その選択は

正しかったのでしょうか。

「よりましな選択」が本当に

最悪の事態を防ぐ役割を果た

したといえるでしょうか。答

えは明らかです。 

今回のコロナでマクロンと

いう選択が誤っていたことが

はっきりしました。マクロンとはすなわち、グロ

ーバル資本主義の最大の擁護者に過ぎなかったか

らです。本当は極右よりはマクロンではなく、本

質的な解決を目指すべきだったのです。 

私たちには「よりましな選択」というものは存

在しません。選択を誤ることは命を失うことにつ

ながります。今、私たちに必要なのは、すべてを

解決する選択でなければ拒否する勇気です。問題

を先送りし、思考停止するのをやめて、本当に大

切なことは何かに向き合うのです。 

 

●真実に向き合うということの意味 

世界の中で唯一、コロナの制圧に成功しつつあ

る韓国。一度もロックダウンや非常事態宣言を発

令することなく、積極的に疫学的調査をし、集団

感染が発生するたびに、それを行政と国民の協力

で抑えてきました。今年の末には集団免疫が可能

となるだけのワクチンも十分確保しています。 

一方の日本はどうでしょうか。ＧＯＴＯだの、

経済が大事だのと言って結局患者の発生を増やし、

増えたら緊急事態宣言を出して感染者を減らすこ

とにあたふたする。 

飲食店の午後８時までの時短営業は、１日６万

円の補償を出すことで飲食業界の不満の声を封じ

こめる。すべては資本主義の根本、永遠の先送り

です。 

今まさに危機が到来しているにもかかわらず、

根本的な解決策は何ひとつ呈示されていないので

す。 

 

●「問題の先送り」がもたらす本当の悲劇  

現在の危機だけを避けようとして行動すること

は結局、大きな悲劇に直面することにつながりま

す。セウォル号という悲劇を国

民全員が目撃した韓国では、も

うそんなごまかしは通じません。

国民の目の前で３０４人が無残

に命を失っていくのを見たので

す。ごまかし、先送りがどのよ

うな悲劇を生むのかを全身の痛

みを感じながら生きてきた韓国

人には、小手先の解決策など存

在しません。 

私たちにとって次善の選択肢というものはない

のです。あるのは、最善の究極的な解決策だけで

す。 

私たちにとって、ただひとつの、正しい解決法

とは何か。それは統一です。それまでの過渡的な

方法とか、一時しのぎとか、そんなものは要りま

せん。 

血を流しながら、本当の問題に向き合う時が来

たのです。本当の問題の解決につながらない選択

は断固として拒否すべきです。 

現在進行中の人類の最大の危機すら先送りにし

て、私たちにどんな未来があるというのでしょう

か。こんなにも多くの人々が血を流し、苦しんで

いるのに、株が上がったと喜んでいる人間たちと

は何なのか。痛みに鈍感なのは罪です。今こそ勇

気をもって、本当の解決に向かって歩き出しまし

ょう。 

―繰り延べされた死は生ではない。際限なく先

に延ばされた生は、死そのものである 

（キム・ヘス）

▲２０１６年朴槿恵を退陣に追い込んだ 

キャンドル革命 
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【書籍紹介】        アーモンド 
著者：ソン・ウォンピョン 

祥伝社・１６００円 
「アーモンド」は、韓国の作家ソン・ウォンピ

ョンの文壇デビュー作であり、現在まで発行部数

は４０万部を突破しています（一般的に小説は１

０万部以上でベストセラーと言われます）。日本

でも２０２０年の「本屋大賞」1 位

に輝くなど、世界中で多くの人々に

愛されている作品です。ちなみに本

屋大賞とは、書店の店員さんが良い

と思った本を投票する賞のことで、

スポンサーなどに忖度することのな

い賞として世間の信用を得ています。

アジア出身の作家が１位を獲得する

のは本書が初めてらしく、かくいう

私も本書に掲げられていた「本屋大

賞１位」のポップにつられて購入し

ました。 

 タイトルの「アーモンド」とは、

人間の脳の中のアーモンドのような形をした「扁

桃体」という器官を指しており、「感情を司る器

官」と言われています。主人公のユンジェは、こ

の「アーモンド」が人より小さく、生まれつき喜

怒哀楽を感じにくい少年です。美味しいものを食

べても無反応で、人からバカにされてもなにも感

じず、大切な人を失っても涙一つ流さない。およ

そ「人間らしさ」を感じられないユンジェの行動

に、周囲の人々は翻弄されます。この本は、そん

なユンジェが「人間とはなにか」ということを問

い続け、成長していく物語です。 

読み始めた段階では、ユンジェの欠落した部分

だけが目に付き、終始ハラハラした気持ちになり

ます。しかし、物語が進むうちに彼

の成長と変化が少しずつ現れてきま

す。特に彼の前に突然現れた「ゴ

ニ」という少年に出会ってからの変

化はめざましく、自分に躊躇なくぶ

つかってくる「ゴニ」に対してユン

ジェは興味・関心以上の気持ちを抱

くようになり、いつしかそれは友情

－愛へと昇華していくのです。終盤、

友を救うために自らの身を投げ出す

ユンジェの姿には、驚きと感動を禁

じえません。 

作者はこの作品を出産直後に執筆

したそうで、子どもに対する「愛」がテーマにな

っています。あとがきの中で作者は「私は、人間

を人間にするのも愛だと思うようになった」と述

べています。ユンジェは周りの人々の愛に支えら

れ、一歩一歩、人間らしさを獲得していきました。

社会による分断が深刻化し、特にコロナ禍による

孤立が人々を苦しめている今だからこそ、共感・

愛の大切さを訴えるこの本が、たくさんの人に支

持されているのではないでしょうか。（俊） 

◆◆行事案内◆◆ 

 

 

 

編集後記 

緊急事態宣言が解除されました。日常生活及び活動がもとに戻りつつあります。まだまだ予断を許し

ませんが、３月１４日の韓統連セミナーには、ぜひ参加してください。         （ソン） 

 

韓統連セミナー２０２１ シリーズ「統一のための練習問題」その３（最終回） 

統一における南の役割,私たちの役割 
日 時：３月１４日（日）午後１時３０分 受付／午後２時 開会 

場 所：ＫＣＣ会館 （地下鉄“今里駅”下車２番出口から徒歩７分） 

報 告：金隆司（ｷﾑ･ﾕﾝｻ）韓統連大阪本部代表委員 

参加費：８００円（青年・学生５００円） 

主 催：韓統連大阪本部／問合せ０９０— ３８２２— ５７２３（崔） 

 


